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寒国立公園は、我国 2 7 の国立公園のなかで色是も原始性が残された代表的な

であり、透明度世界ーの摩周期はその阿寒国立公園のはかのまた更に核心

ある。 グ神硲の院の名 IL 相応しく 、露IL 包まれた摩周朔のときおり覗く

の湖面は、訪れる人に強い印象を与えず IL はおかない。

しか し、近年 ζ '1)摩周湖も汚濁の進行が論議され 、透明度世界ーの!iを他 IL 譲つ

のではとEいかとの懸念が関係者から出された。そ ζ で当事務所では昭和 5 2 年 9

K試験的K透明度を測 ったが、その結果は 25.6 m しかなく、神主島の湖の汚濁と

して取り上げられ、社会的関心をよんだ。

そζで今回 、摩周初の汚濁の実態を抱皇室し、自然の遷移過程での必然以上の汚濁

ある ならばその原因を究明するための調査を行い、その結果を踏まえて汚濁防止

胞策等の管理万針を検討する ζ ととしたのである。

請査の主たる部分は東北海道火山湖沼調査会 11:委託したものであり 、第二部はそ

の調査報告である。

当事務所では社会環境と 、委託調査の報告を踏まえた上で、若干の総括と管理方

針の検討を行 ったが、第一部はその報告である。調査に当た っては、特11:東北海道

火山湖沼調査会の高山末吉.岡崎由夫 、山代昭三、伊藤裕三の各氏から一方ならぬ

御協力を得た。また資料収集に当た っては. 北海道立水産癖化場の C協力をいただ

いた。深く感謝の意を表する 。



第一部 『摩周湖の社会環境と

管理方針の検討』

‘ 



一 部

摩局i舗の社会E章境

摩周朔の社会環績について概説する 。目的は透明度K 影響及び関連の考えられる

を調べたものである。従って、乙乙で対象とする地鼠は摩局制並びIL摩周外輪

3山の内側{カルテ'ラ壁内部)とし 、外鎗山外部斜面は含めない志のとする。なお、

魚類の般流については第二部 2章 n 6)で述べられている。

I )所有関係

ul 摩周籾 国(公有水面)

'2) カム f シュ島芋ぴ外輸山 由(林野庁)

2) 管型耐IfJt

11) 摩局副はiじ街道普J!Ii阿川及びlJi!防教条例 IL基づき 、弟子扇町が管f!l!している。

(2) 国宵休は摩尉及び裏摩周鼠策休IL指定志れ、弟子屈及び清里営体箸が管理し、

』恒業はお ζ 主主っていE.I. い。

(3 ) 摩局創及び外翁山内部は自然公~法 IL基づく 、 ~局湖特別保護地区として当

事務所が管理し、各種行為を規制している 。

3) 人工物の設置状況

(1) 1ft局制第 一展望台

I )綬望台 {環境庁 J.-2 lIIi助 ILよる北海道国立公iiiI癒設鐙備事業) f旧和33ifo 

IL R C半地下式二階建(鑑床面 n'l 220m')fIt設。 i井it て石段、木冊 、手婦、

説明板、標識等を整備。

l凶肩1-11年 IL本舗の取りかえ 、媛芝などを討 ζ はう o

li )駐車場 (環境庁 1 2 補助ILよる 北海辺国立公闘鹿設整備事業)



昭和主7年より護地、砂利敷きにより漸次愛備。昭和 12年より言語装錫始。昭和

47年筆備完了( 5.908 m' ) 

111)便所 (環境庁!2繍助 1<:よる北極道国立公園短設愛憎事業)

昭如33年』乙外輪山上1<:コンヲリートプロ γ ク痘り( 10 m'. 1& 取り式)鐙設。

外翁山上IC便所があるのは崇観上好ましくと工いという乙とで、昭和必年IC

取り壊し 、盆車場わき』ζ補強ブロ.， 7産り ( 2 9 .，' ・1&取り式)建設。

昭 F日46年)<:駐車場鉱張 IC伴ない場所を移転し 、鉄筋補強ブロフヲ迄り(沼

m! • 汲取り式)包設。

IV) 休想舎 (弟子呂町商工会)

昭和43年に弟子屈町が外翁山上IC、 RC平家半地下式( 180m')建設。そg

及び食堂スペース中心。

昭布.¥8年 IC弟子窃!IIfより弟子宮町商工会 IC譲渡する

現在全面改築中(昭 F日5-1年 4月完成予定)でゐり 、RC半地下式二浴室

( 延床面積l. ~36 ，，，，' )で 、売活 、食堂スペースのほか、自然解説、無斜休想

展望、案内 スペ ース及び便所等が設けられる。排水は合併処理二千人槽(排

水水質 BOD30PPM)を設け処理したのち 、舛論山外部の沢民流す@

2) ~聖司iI!第三度笠台

1 )展望台 (環境庁L.i浦助 ICよる北海道局立公園彪設整備事業)

昭如33年展望台(現在の上段)を霊地( 30皿うし 、木語 、手倍、石設、僚

議等壱愛備する a

昭陶~3 年 iζ屡望台の下段を新設し、あわせて上 、 下段壱コンヲ J ート議室毒

する( t段 236m'、下段 12 ~ m' )。同時 iζ展望台へiIf Jる歩道(福l.;; m、延

長85皿}を議装する。

10 停車搭 (北海道草 11絡土木現業所)

昭如~II芋花道~を主主婦し、同草寺i乙:IJ台震の停車需を付昇まさせたるのである。

31 隻事問長望台

現在d 清里町l乙より奮夜、ベノ品 、吸設入れ等が置かれているだけであり 、

これから笹崎の予定である 。

午お、乙の要望台より奥の、休i宣の柊点lこも泡設があり . 素話言。の便所、休

内

dH



懇舎等がある。

41 寧道 ( 道々窃斜路孝周期得議 )北海道 zlI m土木現業所)

弟子m ・第一展望台簡は昭和 4 年 lζl 謂通し 、第三塁王室台 - 111湯濁はHs 如'.!i 年

i己紹屈。

昭如38年から現道への線型改良がおこ伝われ 、 昭如~I {手から舗装が草自信され 、

外輪山上の舗装は~ï 年 l己完了している。

51 体道(裏準局告書 T (清霊堂林 署 )

昭和.jI)年開設。小漫模心補修のみで茨在 iこ至っている 3 未舗号室

61 その他

歩道 ( 一部 l手話み分!1"道程度)が外輪山上にあり 、 濁している。また . 胡

へ降りる道が主主箇所にあるが、どれも室崎されにものでは心 t、ョこれらの道 l乃

うら干寺i乙婁摩周のるの jj:戸 IH号するものが比哲史的多いため 、 i芋セ道需が主主がる傾

向1<:' あり、掃による浸食主設しい。

4) 認定利用

第一、老三2要望台を中心三する掌局地区の過去五年指!のへ込敬広次のとおーりで

ある。(晴子窪町議べ)

年 変( 1月--3刊 18 1" 五日 五l -， ;')~ 

入込設{単位子人) I 891 1. O:! I 9.丙 l 街。 <1 59 

三七 . 52'"理主力月ヲI!入込主主.;;: ){J)とお hでゐる

. 
月 て3 竹 ， 河。

入込数(ra位言人I1 ';~ I 1， %9 2.さSQ ~. 531 

月別割合(単位 q 20. -; ~:t ;j 26 5 
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9 LO 11 12 2 3 言十

1. 105 865 129 56 75 i5 88 9， 593 

11. 5 9. 0 1. 3 0.6 0.8 0.8 O. 9 100 

ζ の表より明らかなとおり 、摩周蹴観光客の入込みは夏期K集中しており 、6

月から 8月までの 3ヶ月間民年間の71'需の客が訪れている。

要摩周地区については正確なデータはとEいが、近年利用者が増加しており、昭

和52年度ではおおよそ 2万人であった。

車道、林道のうち冬期( 12 月 ~5 月)除雪をお乙な っ て いるのは 、 道々摩局屈

斜路湖畔線の弟子極~ 第一展望台閣のみであり 、川湯~第三展望台 ~ 第一展望台

と裏摩周林道は除雪きれな L、。前記道々における自動車の通過交通量はどー 夕日

(昭和53年 7 月~日(日曝日))(1) 12時間計 で 5，瑚台であった。

(北海道事 11路土木現業所弟子屈出張所調べ)

湖でのポート等の利用はないが、裏摩局から ニジマスなどの密漁K 入いる者が

c<少数ではあるが認められる。彼等は湖岸K テントを彊っ て泊まるため、 その

対策が必要 IL 'J:っ ている。
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Z 摩周湖の管理方針の倹討

(1) 調査結果の総括

第二部の委託調査報告で詳細に述べているのであるが、汚濁が心配されていた感

周湖は、現在でも良好な水質を維持している乙とが明らかとなった。今回測定され

た34. 8m の透明度は、1917 年(大正 6 年 )33 m を上まわり 、 1931 年(昭和 6 年)の
レ〆唱し〆へ--¥

4 1. 6m と比較すれば邑8m 低いが、 4 1. 6m を測定したときとその前後の今回のような

各種調査にもとずく水質等のデータも無いので、透明度を下げた要因が何であるの

か比較するすべもない。しかし、4 1. 6m から 3 4. 8m IC 透明度が変化するのIC は、 C

〈微量の懸濁物で足りるととを考えれば、 もし 1931 年(昭和 6 年)当時の水質デー

タが残されていたとしてる 、有意なデータ差は認められないのではないかと思われ

る。今回の調査で透明度の康志低かった 8月がを道型空空三番少ないという矛盾し

た結果と 4ょったζ とをみても、本初のような透明度の高い湖では、 多くの要因の、

誤差に含まれてしまうような小さな差が透明度を変化させると怠われる。と 6あれ、

今回の水質調査から色 、透明度調査からも 、摩局湖は現在で色日本一 きれいな紛で

ある乙とか明らかにされたわけであるので、 41. 6 mの透明度を低下させた要因は

明らか1(-きれなかったが 、今回の調査は充分意表があったと言って良いだろう。

重量後花、今まで各方面から宿泊されてきた摩局制の汚染源について 、今回の調査

結果から若子のコメントを付けてみたい。

① 魚類の放流

第二部2章s-6) (魚類)でも述べ ているとお弘透明度.10ntが観測された昭如21年以

前から街当多くのをヨマスヂ生息していたと思われるので 、魚類の生息が透明

度低下の直接の要因とは今のと ζ ろ恩われrJ. いが . 生息にともはう有機物の増

加はど関接的 fJ. 影響Kついては明らかにされていGいので、さ らに検討が必要

であろう。

② 自動車道
どえさ Z 〉 3

第一部 l章一 4 】 (人工鈎の設置状況)で色述べたと<oり 、道々と林道がゐり 、前

蓄はピーヲの日の12蒋筒計測で 5.500台の通過交通量がゐる(昭和 53年 7月

初日)。 ζの教の自動車IC より舞上げられる砂鐙が絹当程度綴 Iζ 迄下している

-5-



のではないかといわれてきたが、表 -17 から色明らかなとおり 、iO μ以下の微

細な植はその数も少な く、しか も康志交通量の多い 8F1が 一番少ないという結

果と伝っており 、自動車の通過交通による影響は顕著IL は認められない。裏摩

淘林道の方は 、利用数が極めて少なく問題IL'"らと Eい。

道路自体は、道々 、林道ともに舛縞山内側IL直接面している部分志位く 、路

面排水色内側K 流れ込んではいはい。

③ 環壁の崩穣

第二部 l章一2)(地形 ・地震でも述パているとおり、環壁の崖は比較的弱寝し易い

が .ζ の窃壕物は湖岸 K 留まる乙とが多く 、直ちに湖水IL入いる乙とは少ない。

崩壊よりもu'しろ強風などで崖面から飛ばされる鐙子 が湖水に入る ζ とが多い。

しかし 、三笠む多くははく 、表一17 1L 示すとおり 、むしろ今回の調査では少

はかった。

@ 火山爆発

過去 、昭和30年 IL鍵阿寒岳、昭如'3l 年lζ十勝岳が爆発しているが、乙の爆発

の降灰4ζよる影響はもちろん現在では認められない。当時は 、東北海道一倍に

降灰があったといわれており 、摩局観 IL 色担当量の微細な灰が入ったと思われ

る。しかし、透明度測定等の調査はお ζ なわれておらず 、明らかでない。

今後の課題

今回の調査では 、第二部 3章 (調 査結果の考察)で色述べているとおり 、本湖の

透明度を変化させる要因K ついて明確 IL する ζ とは出来なかったが、今後同じよう

一主主調査をお Eなうならば次の点K注意する必要がある。

① 今後調査をお ζ なうとしたら 、透明度が患高どれ程あるのかを明らかにする

乙とがまず先決であろう。

@ 今回の調査で 、水温躍層と透明度の関係が指鏑されたので.濯層の位置をさ

らIL明らかにする必要がある。

③ 各種調査のための採水も 、水温躍層を充分考慮して 、そのi*水深度を決めね

ばならない。今回の調査では、採水深度を 0、 :; . 10、15、m、30、40、5Q m

-6ー



であるが、その成果が媛待できと主いため中止されている 。

迄

と段階的にとったが、更に水温趨層の上限、下限及び透明度の深さなどにおけ

水質調査を続査する必要があろう 。

• @ S5と蒸発残8査は ‘透明度がセス トJ と関係があ るといわれている点から注

目していたが、今回の調査ではその関係が明らかIL されはかった。今回の調査

では各水深別1L 1 ~ 2 1..づつ採水したが 、 S5 は計測不能の結果であった。 ζ

のととは極小な溶解性物質が多いためで、今後の調査にあたっては、係水量を

多くするなど、調査方法に工夫が必要である。-

ω 管理方針の検討

今回の謁査目的は、摩局朔の水質と透明度の実態を調査把鐘し、その汚濁防止

を主綬とした管痩万針を策定 しようとするものである。

今回の調査からは水質色透明度 6一部で懸念された悪化という事実は明瞭 11:.は

認められず、透明度については、季節的な数値の変化がみうれるる依然として位

界で景品高い透明度を有する乙とに変りとt< 、 『仲谷の湖Jとしての存在が維持

激

賠

事

、

、。
、。
、， 

されている ζ とが明らかにとE った。

ζ れはて本朔が亜寒待山岳部IL 位置する典型的信冷水位貧栄養品目であって、自

然遷移による水質の変化が極めて緩慢であるととと、その自然環境が人為的な改

変との影響を受けなかった ζ とによるといえる。

却ち、今後と色人為的な改変と汚染を排除し、自然遷移のみ IL よる環境を保つ

ならば、現状の水賓と透明度を将来にわたって維持するであろう ζ とが、本調査

により明獲にされた。

従って、当事童話所としては、摩局揚地区の管理方針の基本自擦を人為的な湖へ

の影響を極力排除する ζ ととし、次の胞策を検討する。

l 摩周期特別保護地区の厳正保護を図る。

カルデラ壁内の影響を及ぼす恐れのある工作吻の設置、摺築や地形の改変等

は、今後、一切認めない万針で自然公置法の運用を図る。

2 今後と t> o局湖への魚の放流を行わ'.Iいよう関係復興 IL 要請する。

魚類の放流は、昭和 49年まで道立水産量字化場Kより実路されてきたと ζ ろ

今後は、摩周湖の水質保全のため直主流を避け、現在の魚類の淘汰 11:.とどめる

-7-



ょう要請する。

3. 摩周繊の厳正保全の観点から 、カルデラ内壁への利用を毎力限定する。

現在、摩局員時地区の利用は、カルデラ西墜の 2ケ所の展望台による展望利用

に限定し、しか志施設配置にあたっては、内壁IL影告を及ぼさないよう配慮し

ている。

しかし 、摩周湖東北部のいわゆる裏摩周にあっては、カルデラ壁外(郡 、町

行政界)が国立公園区域舛(昭和 5 2年 11月 1 5日拡張告示)であった ζ と

から 、前述の配慮もとl < 林道や簡易な利用施設がカルデラ壁土IL設置されてい

る。

また 、同地のカルデラ壁は緩傾斜で、揚岸までの到達距遥が比較的短いため

湖面IL降り、水浴や童子営を行なう利用者が絶えとEい。 ζ れを放置する乙とは、

本湖の微妙な自然原尊重に影響を蓄積する Eと1<::他t:I らず、今後は厳重K排除す

るζ とが必要である。

以上の管理方針にきまづき 、具体的には次の方策壱関係後関の協力を得て縫進す

る乙とにする。

1. .摩局地区については 、カルデラ景観と 一体的な保護と適正仕事l用令図る乙

とを前提に、現在簡易お設がある裏摩周展望台(利用計画 一裏摩局箇地)の園

地整備を図上主主弘~m一時面j戸高担割す孟 ζよ 1<:: より 、 カルデラ内壁K影

響を及ぼさないようにする。 ー (紹和 54年度整備予定)

Z カルデラ内壁への立入り防止するため、関係接関等と密接な連携をし、必要

な箇所IL立入防止栂や制札等を設置するととt，1L監復体制を確立する。

1 カルデラ内壁の既存利用施設(車道及び展望台)は 、今後の再整備及び改善

を行なうにめたっては 、カルデラ内壁への影響 を防止するよヨ施設の配置及び

施工方法IL配慮する。
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周}舗の自然環境

局綴は、湖面まで急傾斜でせまる高い環壁でとり固まれた底部K ある、美しいあい

をたたえてたたずむカルデラ錫である。錫央 IL は小さ弓カム f シュ島を浮か

南東岸IC.は荒 耳IJりの赤い岩肌を見せるカムイヌブリ(事局岳〕がそびえ 、験し

裾を湖iζ 設している。

ぞめ湖水は澄み、生物の繋殖を拒み続け、透明度は高く 、 41. 6mの世界第ーを誇

ほどであ り、憲深が 212 m IL 及ぷ深い紛である。

乙のような高い絶壁で巡ら された深耕に繍fこわる総警の麟は 、カムイヌプリの大き

飼いた赤褐色の火口霊やカムイシュ島とで、彫りの深い自然の美と底知れない原

神谷さを保つ一大景観を見せている 。

t律語聞の大きな透明度は湖水の清澄さにある が 、ζ れは本胡の地理的条件』ζ大きく

れているも のと みられる。

湖を栄養化する第一歩は 、ー綬IC.催物プランウトンの生産であ旬 、ιの緑色緩吻

・同化作用は表水層で行伝われる。 ζ れIL は十分な光(日射量) 、水温の上

?E 栄養塩類信どが必要で、乙 れによって生産は活発となり 、他の多くの動値物色

し始め、増箔する。生産性が高められた銅は 、そのま吉宗水質は汚濁 され、透明

Eれ ら光、水温、栄養塩類伝どは 、湖の地理的条件K影参される .，

"濁湖は ~t緯 43.5 度付近と北方 IL 位置 し 、 湖面は諸事変:151 m だが、まわりのカル

み壁は標高 500 -ÎOOm と高く 、 査寒稽の冷凍 r~ 気候 IC.より強 く 支配される。更に

をと り巻く高い環壁は ‘湖水面への日射量を少ζょくしている 。 ζ のため光を制限

、水温の上昇をさまたげ、生産活動を随害している。

ま1:‘ 本棚は約20kiの大き生胡であり、長深 21 ，! m ~ 平均 138 mのわが圏第 50)

い胡である。極めて大量の水をたたえている。 ζ のためにとえ生物や栄養吻霞

その単位水量当 fよりの割合い:孟少心 くえより . 濁りを薄める

主買については、摩局湖はその弄需給が乏 しい条件を様えている 。 ζ れは本E担

問山頂にある火山崩でゐり 、火山地需は栄養物賓が本来極めて少ζ n、。 その上、
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それを胡へ注入する大きな河川がなく、穏樟土をも運べない。年中ほとんど水を絵

らしている小沢が、僅かに南東部1/: 2 、 3 あるに過ぎt，I. い。

6っとも、土砂の注入がない ζ ともはい。湖岸の崖か らで、南東部の H 赤岩，と

!(周医局側の H 白岩H で、ζ れら 2 つの崖はとも1/:崩れ易い。しかし 、その湖岸 IC は

岩 ・諜 ・砂が敷きつめられ、湖水へはろ過された形でしか注入できない。

本湖は更に 、人為的な汚染を拒む環境にある。市街地から緩れた地にあり 、しか

も高い急斜面の環壁で固まれているため、湖岸水面へ降りて援するととは重量しい。

摩周湖は、そのものが持つ形態や上述のような特異な環境や条件が、その水質

を清くし、高い透明度を保ってきた志のであろう。

1 )位置 ・形態

位置 摩局朔は、北海道東部の阿寒国立公留の東端部K あり 、その南東

端 IC は保有 858'" のカムイヌプリ(Jli!周岳)がそびえている。その行政区銭は川

上郡弟子屈町であり、その北東部を占めている。

本湖は北東一南西Kのびただ円形を呈するが 、 ~t緯 43.31'5 5 H-tf 36'15¥ 

東経 1443037ー1443431 の聞に位置し 、湖央のカムイシュ島は北緯433J。 "

36ぺ東経 144.3IVflEある。

湖面標高 ・大きさ 本湖の湖面は海抜 351'"である が、ζ れを海銭 500ー

700 mの急傾斜のカルデラ壁がとり巻 き、南東部はカム イヌプリの険しい山体で

湖を埋めている。カルデラ壁と湖面との比高は 150-350m1C及ぶ。

本湖の大きさは‘第 I展望台と裏摩局を結ぶ南西一北東方向を長事由として 6お

h 、乙れに直角1/:カムイシュ島を通る短経は 31aで 、だ円形を呈し 、 19.6J<jの面

積を脊 し、周囲は出入りがとE く2l1aを数える。

本湖の中央1/:浮ぷカムイシュ島は 、長径(北西ー南東) 105皿、短径羽田で、湖

面上IC お m突出し、ほとんど断崖で図まれている。

本湖の性状は下表(表一 1 )のようである。
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摩局湖の性状

益還科年表( 1977 ) I'Cよる
援獲表11;安 ー近藤( 1幻4) Kよる

署長議実測K よる
他は田中舘( 1925 )忙よる

a 湖面
湖水量 |

平均 I....- I 標 高.. m 

1381 2. 75 1 351 

、ふ水深 本湖の水深については 、1917年(大正 6年)田中館秀三によって 、

:.. 118点の測定点で測深され、最深 208皿、 平均水深 138 111と報告され、等深線図

を発表している。乙れが今日まで本湖水深の基図として引用されてきた 。

a その後 、1931年(昭和 6f町民は震深 211. 5ntが知られたほか、等深線K色若干

の修正が加えられた。更10972年(昭和 47年)には 、カムイシュ島南東部( st. 3 

二付近)で水深 200nt以上が知られた。今回の図 -2、図 -611:.示した 200m等深

緩は 、モれらを考慮して修正 した。

， カムイシュ島付近の等深線をみると 、乙の島を中心11:. 、同心形状IL とり巻いて

いる。島が本湖底へドーム状11:.館き 、湖底から噴出した火山が、その頂部を僅か

に湖面上にのぞかせている ζ とを示している。

等深線分布によると 、本湖底は水深 200mが主体であり 、E百底全体b;乙の水深

で平担である ζ とを示す。水深 200mから湖岸に向つては急浅しており 、本揚が

ヨ E 湖内で志鍋ー筒裂を呈し、車両岸から 50ー'70度の急傾斜で、平坦な 200mの水深部に

面 E 達している乙とがわかる。

水 位 本朔の水位(標高 351m) 11:.ついては、 2mほど低下があった

調 I (1953)とされるが、近年の調査(岡崎、 1973)でも1. 3 m内外の低下が過去11:.

あったと推定されている。 しかし、大局的には大きな水位変動があったとはみら

れない。

ζのような一定の水位を保っているのは、環壁の亀幸運を通じて 、湖水が漏出し

ていると考えられる。田中舘(1 925)Lよれば、謝の南東方約 91<. の道 さけ ・ます

ム化場 ・虹jJJj事業所(海抜 22加)の湧水が 、本S潟水と関係があるとされている。
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ζの湧水量は、高安・近藤 (1934)1ζよれば毎秒1. 53 m.' といわれ、主主圧水である。

また、 ζの種の湧水は、携の北東!o数 k. の問ふ化場 ・斜里事業所、あるいは美

留和、JII 湯駅北側の湧出水色 、本湖からの惨透水とみられている。

しかし、虹雪Jj事業所の湧出量1. 53砂，...， 、を年間一定として、摩周湖の流主義(表

一 lの湖盆面積) 4SJd と、弟子屈の年降水量1. 138皿(永年平均、蒸発量を 0と

する)を用い 、湖水量を一定として計算すれば、虹別の年間湧水量は 、年降水量

(J) 94. 2 %11:当たる。乙の値は、その他の湧水地の水量から考えると過大で、すべ

て摩周期水の穆透水とみる乙とはできない。

注入 ・排出川 本獄への注入河川はないといってよい。だが、カムイヌプ

リの直北亙処!uJユ~があり 、乙 のうち高安 ・ 近藤(1931)によれば、北側の細流 2

本のうち l沢K僅かに1. 25 1.. / 秒の水量があった IL過ぎない。

いずれにしても 、本絹への大きな緬(かん)養河川はない。従って 、湖水は必

婦の函隻区主義の降水が最大の源とみられる。

また 、本揚ILは排水川はない。上述した主要透水によって、本湖の水位を一定に

保っているものと考えられる。

底質 本湖の底賓については 、高安 ・近藤 (1931)によって湖岸近くを含

めて 5地点、北海道 (1972)が4地点で調査されている。

乙れらによれば、湖岸近くでは岩石 ・砂であるが、水深 35m--Q ω.5mでは岩石、

砂、赤泥・泥などで、水深K関係がとEい。すなわち、 35-209.5mでは砂と泥がほぼ

半々である。

泥は赤色lIilが多いが 、乙れは酸化したもので、ヘドロではない。

北海道( 1972)1Lよれば 、底震泥の化学分折から、軽石が微細化したるのであ

とみなしている。

2) 地形 ・地貫

摩局面高の成因と地形

である。

雪量局舗の前身は奉局火山が陥没してできたカルデラ

摩周火山は、その西部ー稽K 広がり ‘屈斜路湖やアトサヌプ リ火山群を中央部

κ抱く 、だ円形の屈斜路カルデラ(東遇a;"" 、南北a"，，) の東省壁を買いて噴

出した雄大な成層火山である。(圏一 l
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Eの火山は、その基部が海抜 150m内外で示 される、半径 8ー10数hの大きで、

その山体斜面は繊の西一南側の、 111湯、美留和、弟子屈、虹別K、今忠その姿を

見せている。その上部は陥没した ため、山体は途中で水平 11:切られたよう11:、カ

ルデラ壁で示される。

摩周火山は輝石安山岩賓の 5 図の溶岩流と砕層的放出鈎 11:よって形成され、山

体を大きくした。その噴出は恐 らく約 2 万年前とみられる 。

今から 7，側年前、ζ の火山は多量の軽石流を噴出した後、その上半部は直径7.5

hと6hのほぼ円形の、深さ 500'"に及ぶ大陣没を起して 、摩周カルデラを生成

したのである。

乙の陥没の後、カルデラの底から反動火山としてカムイシュ火山が噴出してき

た。 5.α))-4，<XX>年前の乙ろである。

カムイシュ火山は、平坦なカルデラ底部から 、溶岩が盛り上ってくる形で噴出

したもので、基底の直径は約l.l h.高さ 225m ほどのドーム状の小火山である。

形も岩質も 、7 トサヌプ リ(硫黄山)など 11:全く似た 、石英安山岩か らなる fd 岩

円頂丘と呼ばれる火山である。

ζれが湖面上 11:頂部を見せているカムイシュ島である。

ιのあと 、摩局カルデラの南東墜を破って 、カムイヌプリが噴出してきた。乙

の火山やカムイシュ島火山は 、3万年前CろK陥没して屈斜路カルデラが形成し

た際生じた 、西北西方向の弱線(裂隊)11:沿って噴出している。

カムイヌプリは 、簿石安山岩と輝石石英安山岩の溶岩を流し、またその間11:盛

んに爆発を繰返して 、事11模原野に広〈 、また何枚もの火山灰や軽石を分布させた

火山である。

その頂上Kは焼けただれた岩肌をみせ、直径1. 5hの大きな陥没火口をもち 、

験しい斜面を走らせる山体は、カルデラの約 4分の lを浬立てている。

カルデラはその形成後から 、徐 1々1:水を集めてきたが、 ζ のようとl2火山の噴

出の合間 lζ も湖水を貯えて 、やがて今日のような摩局湖ができあがったのである。

ほぼ現形の湖 I1: r..ったのは、恐らく 1，5∞-1. <xx>年前とろであったろう(表 -2) 0 
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表- 2. 育問力1しデラの存会成縞年

火山{岩費}曙序護軍
火山灰.録石.スコリア活動と

年代{山田ら町 138)薫濠褒
書 コヰ事項

。ム~.プゆ鎗岩島 ( DIl (A2> 

bL. {J. プ " 健省A <(A J)>

~J，b -K ( 7.1国'" I曲 Y.B.Pl 
QM a - l ( 8.4団全 1田 Y.B.Pl
口M ・・、.M. -s I ・ UIO. 当初土 E ヨXl v
• [¥11.720土Z20・

・ :・:J 
中島火山
方ヤコ ア{和苧}火 山

ア トサZ プリ火山.
て)

山一同意
F
F
院

リ日
量

〉

g
d

l 

肺
結

D

H
陣

地

〈

路

I

斜

仏

国

記号は地貧困に示L たも町

火山桝序陪主に樽井発電 {昭 30 ) による

岩11 () 11脇弁 () 1:国府苔ら. (1s 35 ) による . A 安山岩. D 石英安山岩

A 1 普通庫石. シソ康石安山岩. A 2 普通席有宮古シソ埠石安山岩. A 3:'- ソ揮石安臼'"‘

A4 カンラン石官有普通規石." ソ庫石安山岩. D 1 i¥' 通耳石シソ耳石石英安山岩.0 2~'通認

石含有シ ソ卑石.石英安山岩 ‘D3 シソa石石英安山岩

X 降下火山灰 O 降下町 ・降下えコ リア 品軽石 {火山灰) ib: . Jll町三活動体 止飢 軒 f!

C 14による年代(年前 ) . 
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1Jf厨湖付近の地質 摩周期は火山地帯苦IL生れた火山湖である。従って、本

錫 JCは滋しい火山活動の跡を随所IL残している。

湖をとり巻く環皇をは、屈斜路カルデラと関係する溶結凝灰岩イ軽石流を基底と

して 5枚の溶岩流からなる。

前二者は 、屈斜路カルデラの形成前(図ー IのKW)と直後( KP， 3万年前)

持層噴出物で、摩飼火山はその上に噴出 し、後者の 5 枚(困)の溶岩( M. 、M，

-… M.，)はその山体を形成した岩石で、直言石安山岩からなる。

湖中の力ムイ シュ島は石英安山岩( K a )からなる火山島で 、その周囲は乙の溶

岩で崖をつくっており 、南東側には寄lれ自に沿って 、小さ い彼食洞が 2つほどで

きている。

湖の南東部IL高く立つカムイヌプリは 、経石安山岩や揮石石英安山岩賓の溶岩

( K.. K， )からなり 、その一部を湖岸JC露わしている。

また 、織のまわりは 、南東部の急斜面がカムイヌプリの噴出の軽石( Kap). 

他は力ルデラ壁から摩潤火山の山体斜面に、摩局軽石( M p )でおおわれている。

ζれら火山噴出吻は過去の著しい火成活動を示し 、現在の火山地形を組み立て

たものである。 ζのうち、摩周軽石の大量噴出は、摩局カルデラを陥没させ、摩周

火山やカムイヌプリの大噴火は 、周辺から軍'/J侵地方に厚〈火山灰や軽石を何回も

飛散している。

乙れら溶岩、火山呼属物のうち、基底の火山砕屑物は、 E自の北側の裏奪周付近

JC露われ、層状を呈し白い岩肌の崖JC随所IL見せる'白岩，と呼ばれると乙ろで

ある 。 軟岩であり 、 溺れ易〈 、 大きと，~撃はいつも溺れて 、 値生でおおわれる ζ と

は少ない。 ιの露出 ・分布地では、ζ の崖くずれで幅せまい砂書聖地をつ〈ってい

る。

裏摩局付近が高度 .5 00m未満で、カルデラ壁の中で愚も低いのは 、ζ の岩賓が

かなり上部まで分布しているためである。

溶岩流iま摩周火山の山体を形成した岩石で、カ ルデラの陥没で露われた志 ので

ある。

溶岩流は最も広 く、品自の西一南部にかけて分布霧出する。堅い安山岩賓の岩震

で、灰一括灰色を呈している 。 乙れらは窓岩 して崖をつ くっていると乙ろも少佐

1 7ー



t，! いが、そとでは窃れる EとはとZく、期に面する断層重や急傾斜地はほとんど本

らなる。乙の岩石の分布地では 、砂居聖地をつくる乙となく、急崖ですぐ綴iζ

カムイヌプリ山体がせまり 、その俗岩の一部は綴岸の崖に露わ

れている。第 l展望台の対岸ILよく見える'赤岩 H が 乙れで、カム イヌプリの南

に当たる。

乙の岩石は赤縄色を呈 した 、凝灰角撲岩るしくは火山角撲岩状を示して 、やや

ろく、しばしば崩壊を起している。乙のため乙の湖岸では、乙の大きな岩塊

重なり合った形でできており、 H 白岩。の露出地のように細かく綴れて砂喋浜

湖をとり巻いている環壁の童は、上述のようと. "白岩"と H 赤岩N lJ i主で、乙

た.が 、乙の窃E毒物が直らlL i噴水1<:入る乙とは少とよく、

u'しろ乙れらの崖では 、強風などで崖面から飛ばされ

る位子 (火山ガラス 、鉱物、火山灰、火山砂など}が湖水 IL入る乙とが多い。

同様はて とは、堅い溶岩類の崖でも起る可能性がある。待1<:、カムイーヌプリ展

上の岩肌はひき出しであり、高所のため風も強 く、砂墜を舞上げる乙とが多い。

ζζ ではまた、しばしば窃落を起すが、その大半は南側の大火口へ落下する。

湖岸の崖ILは、 H 白 ・赤岩H のほか図示(函- 2 )のよう K、胡の ~t 一西岸 、

北東一東岸IL切れ目なく連続して見られる。 ζ れらはほとんど湖面よりの高さが

数間、 高くても 10mで、切立っており 、湖水面が荒れたときの疲浪花よって侵食

され、高IJりとられたものであ 。その岩賓はほとんどが霊い浴岩からなり 、溺れ

るζ とは少な く、土砂が乙 ζ から注入する ζ とは極めて少G い。

なお、ζ のような崖の分布 ・高さなどは 、湖水位が比較的安定している乙とを

，示している。

気象

摩局湖における気象状況Kついては、観測してい佳いためヂ-9はぽい。 ζ の

付近での観測は川湯と弟子密の気候 ・雨量観測所で行はわれている。J1 1湯は本

の中心から西北西方、約iOk.oの謀葛 135 m ILあり 、靖子屈は誠心から南西万約

- 18 ー



12...で 、標高は 10 0 mである。両地は南北K約 16 kDO離れ 、摩周湖を頂点とする

三角形の地IC 位置する。

両観測所の昭和S3年の気温と雨量を . 参考に掲げれば下表のようである。

表-3 昭如S3年月別平均気温 ・降水量

Jl I湯気候 ・雨量観測所

月 L 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

気 温 τ- 1.1 .2 →5.0 -5.4 2.2 欠課l 15.2 20. 7 20.0 13.3 7.0 0.9 -5. 6 
平均
(4.2) 

降水... 40 14 41 92 欠測 91 40 134 欠測 欠測 包 31 

弟子屈気候 ・雨量観測所

月 1 2 3 4 5 6 7 8 10 11 12~ 

気温 t -9.2 --i 2.0 -4.2 2.0 7.9 14.7 19.5 7.4 

: | 一時
降水量-1 911 791 921 91 1 釘 l 1ω | 911 

乙の資料は 、摩周期とは地形条件がかなり異っている両観測所のもので、 ζ れ

をsって本湖の気象とは云えない。

しかし、本湖 IL 愚色近い地のデータとして参考にでき 、大づかみの気象も縫測

できょう。

本湖は 、その形態から湖面(原高 351'" )より 、ま わりのカルデラ肇(療高

500ー'7 00'")の気象に支配されると恩われる。両観測所との比高を 450-6 00m 

とすれば、両所より気温は 4-2.5・0低 くとZり、寒きはきびしい。他方、両観測

地は盆地状ないし谷状地であるのκ対し ‘本湖は山地にあり、しかも高い翁ー筒

状壁IL 留まれているため、近〈 の屈斜路湖と違い、熱の発散はむしろ少ないとみ

られる。

本湖の気象は 、5月からやや気温を高めて春を迎え 、 i -8月の夏期で震高温

を示すが、9月には夏期より 6-7'0も気温が低下 して秋が始まり 、11月中旬か

ら4 月下旬ま での半年にわたる冬期を示す色のとみられる。

雨量は概して少なく 、年間1. 000"内外で、通常 時一10月にかけて 100"を鍾
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やや多い。

の資料はないが、両観測所では援して少とよい。本湖は高所 IC あるため 、夏期

い南東一南の嵐や、11!i!iiで上昇気流となって震が発生する乙とが多い。

紛の結氷、解氷については 、従来、田中館 (1925)の報告をそのまま引用され

きたが、最近の霞測によれば次のとおりである。

‘全面結氷 昭和 52年 2月20日

グ 昭和 53年 2月 15日

全面解氷

H 

昭和 52年 5月 15日

紹拘 53年 5月 10日

{教育大学銅I~各分校 東罪事休明雄による)

なお、屈斜路綴(標高 121m )は、全面結氷は昭和 53年で l月'zi 目、全面解氷

5 月 10 日であった。

-20-



Z 理化学・生物学的調査

I 調査方法

本調査は、摩局胡の透明度が近年著しく低下したといわれているため 、その実態

の把握を目 的 として、各種の調査、観測を実抱した志のである。従っ て、 調査の方

法色内容も 、透明度に直接 、間接に関連する志の lζ ついて 、可能な限り実絡した。

1 )調査項目

摩周樹ILお Itる謁査項目は 、まず透明度の季節的変化の有無と倹討で、春、夏 、

秋の 3回を 、同一定点で比較観測した。

乙れとともに、水温を表層水から50171までの 8深度について、各季節に測定し 、

化学的水質の倹討のために採水した。また同時lζ 動憧物プランクトン 、花紛、砂

粒委員など品 、季節的変化を知るため 、ネットを用いて50阻までの 8水深刻!とと 11:

探水、援集した。

ζ のほか. 毎回湖岸の地形、とくに崩援や地震状況についても観察した。

透明度 直径25cm と ~cmの 2 放の白色セッキー板を用い 、 主 IL 肉眼で 2 人

l i組で観測した。しかし 、水面反射や湖水面に波があった場合は 、水眼鏡を併用

した。

また 、ζ れ と同時に、水色をフォーレル比色計で観測した。

水温 ・水質 水質の分析項目は PH、以)，COD、CD、SO.. カルユノュウム

硬度、鉄、ss、蒸発浅漬などである。 ζ のうち 、後二蓄のssと蒸発残溢は 、透

明度がセストン(コ口イド ・粘土+浮遊生物)と凋係があるといわれている点か

ら重視した。他の項目は湖水の汚染 ・汚場を知る目安と 、従来の分析値との比較

で選定した。

水質分析用の話斜と水温は 、エ ヲマン顛倒l*水器(顛倒式水温計付き)を用い

て、各水深刻に 1-2[.づっ事長水し、水温は同時にその場で測定した。

l*水試料のうち 、現場では pH 測定と以)の固 ・測定を実継 したが、他の水質

倹査は実験室に持ち帰って分析した。

プランヲトン類 動値物プランヲトン類と花紛 ・砂段位どの採集は、直径
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表 さ 1 m、網目 NXJ{ - I7 番の北原式定量ブランクトンネット(ネット開閉

経合社製)を用い 、 各測定水~C とに 、 垂直に 1 m 引上げて閉じ 、 主主水し

動物類用と珪藻類用の試料のため 、2 回づっ行ない、また別に、プラン

トンの全体を把握するため、水深50mから表面まで、毎秒約 Imの速度で51 上

採水した。採水試料は現場で 5~フォルマリン溶液で固定し 、 実験室』ζ袴ら

それぞれ固定し、計数化した。

度の季節約変動の有無 ・状況や 、水質 、プランヲトンなどの含有変化を知

目的で、春、夏、秋の次の 3固にわたって実犯した。

1回目 6月 6- I 日

- 2 回目 8 月 18 ー 19 日

3 回目 10 月 19 - 20 B 

ζ のほか、11月a;日比は一部の Z霊魂度の観測を試みた。

' 乙れら時季の選定理由は次のようである。

6月は量産雪後b> 水質の汚濁を予定し 、湖水還はまだ低温で、しか色春期信還期

金鑓待し、また催物プランクトンIT;繁殖期をねらった。

8月は湖水温が最毛上昇し 、水墨書層もはっきり現われるま寺季で、植物プラン

ヲトンが消え 、代って動物ブランクトンの発生が期待される ζ とをねらゥた。

!o月は秩 IC 入り 、表水温は低下し 、動値物プランヲトンと色少信く 、また 、透

明度が近年、乙の時期から最大となる観測傾向から選定した o

3) 調盗定点

今回謝内で設定した謁査定点はs[ . I、Sl . 2およびSt. 3の 3定点、である。

(図 -2 )。
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乙れら定点の選定IC 当たっては 、過去の観測で透明度が比較的高かった ζ とと 、

IC 理化学、生物調査が行われて、比聖堂対照できる ζ とを原則とした。

g点のうち 、SI . 1 (裏摩局ーカムイシュ島中間)と SI. 2 (第 l展望台ーカ

イシュ島の中間)は 、カムイシュ島で分けられる誠心部JC当たり 、透明度が比

高く 、水質、生吻謂査も実飽きれたと乙ろで、今回の各種調査、採水は 、ι

2定点で実施した。

I . 3は、カムイシュ島とカムイヌプリとの中閣の狭まいと乙ろだが、乙乙で

ζζ は近年最大の透明度 33 .5 皿を観測 したと ζ ろであ

ため、特 IC 選んだ。

SI . 1とSI . 2 Jζおける各種の調査一水温、水質、生物ーの水深は、過去の辰

透明度が 41. 6mである点と、伎術的な置を考慮して、羽田を下線として 8水

JC分けた。

5 ‘¥0 ‘15 、a> 、30 、羽および5Q mの 8 水深である。はお、水

直属が現われた場合は、持Fζ 水温測定は細か く補充測定 した。

定点め棚上での位置決定は 、六分儀と三線分度獲を用い、 25. 000 分の l地形図

基図として、予め設定した湖岸の 5僚点ーカムイシュ島中央、!l宣言局淘の H 白

グ東端の大き い崖、第 1および第 3展望台、 H 赤岩m の北側室端ーを測定して

した。

E 調査結果

水温

今回の水温測定 とその変化 本綴の表面水温は、6月 6ー i B Jζは」ー1-

4. 8 ・0、8 月18 日は急激JC上昇して 20.3 - 2 1. 5 ・o(昭和 53 年は異常高温)を 示

、¥0月 19 -ID 自には下降 し 11. 9 ー 12.0 ・C と安わり 、変化が著しかった。

ζ れK対し、水深50mまでの水温状況は、 6月の l回目までは表層から垂直的

とんど変わらず 1'0 以内の差で 、5Q mで 3.9 ・C を示し 、春期のt重環期 JC入つ

いる乙 とが知られた。

8月の 2園田は、表面から水深 10m までほぼ同水温だが、 10m からは急設!と低

して30mIC 還 し、乙ζ から以深ではゆるやかIC 漸低して 、温度差は小さく 、10
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-30 m IL 水温寵層が現われている。

10月の 3回目 ICは、表面から::5 -30 mまでほとんど変化がないが、躍層は::5-

40m(St.2)と30-35 ( S七. 1 )に現われている。しかし 、8月IC比べると 、

躍庖の温度額度は小さく 、また50mでは 5.5・0内外で、8月と変わらない。

過去の観測 柑の水温については五二 )示すように 、1917年(大正明

一ーーーノ
から1974年(昭和 49年)での聞に、 5月末から日月初旬まで観測されている。

ζ れらのうち 、5月末から 7月初旬までは表層水温のみの観測(佐野 1943)さ

れたが、6月中旬には深部志 dlH宣されている(三原 1946)。また 、6月上旬(黒

荻 ・甲斐 1954) 、6月下旬{同 1954)(長内 ・田中 1968)、8月初旬(北 111 1974) 

8月下旬 -9月初勾(田中舘 1917、高安 ・近藤 1931)、 9月下旬{北海道 1972)

10月初旬(長 内 ・田中 1971)および 11 月初旬(北海道 1972)がそれぞれ報告され

ている。乙の聞を埋めるように、今回の 6 月初旬、 8 月中旬と IO 月中旬の 3 図の

観測値が加わっている。

ζれらの結果は 、年次は異はり同一視できはいが、大局的は傾向を把握する ζ

とができるので、一括して霊直水温分布を図示した (図ー 3 、4 、 5 )。
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• 
水温の季節変化 ・表層水温 以上の観測結果を総合してみると 、表層水温

は5月末から 6月末までは、ほとんど 4'0から 7・0までを示し、 7月からは次第に

噌温し 、8月初ー中旬の17-21・Cで最高IL達する。以後漸次降下し 、10月下旬か

らは急威し 、11月初旬では¥0 '0 弱まで低下している。

水温の季節変化 ・垂直水温 深部へ向つての垂直変化は、深さに応じて水

温は低下す るが . 50ー印 mから以深になると水温も 4'0内外と 、ほほ一定を示す

ように位る。

また、表層から深部までほぼ一定で、変化が箆めて少ない持続がある。 6月初

一中旬もしくは下旬にみられ、春期の循環期を示している。乙れ舎過ぎる 6月下

旬ー 7月初めごろから 、表層水温が増温 し、深部の水温との差を開き始める。

やがて、湖水温の垂直分布は 3 水沼 IC 分れる。す伝わち、表水層(水温が高く 、

ほほ一定の水温を示す、表面近くの水温届〕と深水層(深部 で低水温を示し、ほ

ほ同温の水温届) 、その中間の水温躍届(変水層)の 3水層である。躍層は高い

水揚の表水層から低温の深水圏に移る水温傾度が大きい遷移帯である。乙れが正

明l成圃の形成で、夏期の停滞期に入る。

水温趨層 躍層は生物遺量産などのセストンが停滞する乙とが多い水圏で、

乙れが現われるのは 8 月初旬( 7 月陀観測例がない〉からで、夏期は最も著しい。

撞層は 9月、10月まで見られ、 11月初旬に入ると顕著な濯層は消失 し始める。

やがて上下全層が同一水温となって 、秋季の循環組IL入るが、怒ら く11月中一

下旬ごろと挺定きれる。

竃層の上下限の水深は 、春から秋IL向って徐々 IC 深 く在る傾向にあり 、下限の

水温は 5-6'0とほぼ一定している。

月 旬 上限水 深 下限水深 下 線 水 温

6月 中 ・下旬 20m 5 - 6 '0 
m. 

30 8月 10 -20 " 

9月 ( 10)ー21) (40) - 50 " 
10月 20 -30 50 " 

1 1月 上旬 20 -30 50 - 60 " 
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一般に透明度は、富栄養湖では濯層の深さの 2分の lにあるといわれる。本湖

うな貧栄養湖については知られていないが、本棚の透明度は躍層内!Cある ζ

11月初旬は上限近くで、 9-10月はその中間Iζ

なお、深水層は寵層の下限からはじまり、 50-ω 皿以深では 5-6・Cから 4'0 

(ある いは 3.85'0) までの間の水温差内に留る。

本湖の水温については、ζ れまでの観測デ-9をま

とめて、 その季節的変化を図示した。

図-3は水深による水混変化状況や寵層が読みと られる 。図 4は等温線分布で

5 -6・0緩までは温度傾度が大きい乙とがわかり、 ζζ !C翠層の下限が認められ

ち包 -5は季節iζよって、水深50mまでの水温変化を示したものだが、表層水の

著しい変化と 、50'"付近では年中 4-6・0と、ほぽ一定の水温を保っている ζ と

がわかる。 6月初旬では表層から50mまでの水温差がなく、乙れが分れるのは 6

月下旬からで、8月は表水温と羽田までの水温差が震も著しく箆〈。一方表面下

水が表水温K近づくのは 、9月!C入ってからで、水深10mまでがほとんど表

と同混となる。 10月!Cは20m、11月1ζ 1.i 30阻までが同混ととEり、やがて表水

温の降下とともに、 40 、訪問までほぼー緩になる。

ζ れら霊直水温分布から、本綴における冬@は 6月初旬まで、春伺は 6月下旬

まで、 夏伺は 9月初旬までで、以後秋伺が始まるものとみられる 。

冬泡の始まりは不明でが、11月下旬佳いし 12月初旬と思われ、結氷期 K 向って

逆列成層をなして、 6月初旬までの半年余の間続 くもの と思われる。

}透明 度 ・水色

ι 透明度観測の結果 本湖の透明度は 1931年(昭和 6年 ) !ζ高安 ・近藤によ

って 4 1. 6 m が観測され、世界第ー と記録されている。

昭和53年の今回の謁査では、 6月は 27.4-28. 1 m、8月は若干低下 して 23.9-

24.7mであったが、 10月中旬の 3回目は 8月より 10mも高 〈主主り、 3-1 . 1 -34. 8m 

9月228は29m (阿寒国立公園管盟事窃所 、犯繁 ・鐘治哲郎) 、II
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月a;日は 3 1. 2m ( 高山末吉〕が観測している。

今回の 3困g の st.3 0) 34. 8mは、 19 4 6年(昭 和 21年)の 40 mに次 ぐ、

最大の値である。

今回の観測では . セッキー板 2備を用い、各定点で 3回以上、2人 l組で、肉

眼と水眼鏡を併用し 、その愚大観測値をとった。

観測値にはパラつきがあったが、愚大差でも 1 m以下で、個人差はなく、水面

反射の有無の遣いが大きかった。太陽を背ICして水面反射を避けた場合が、 1

2 mほど高いため、乙 の方法をとって観測 した。 また 、水綬鏡は主11:波浪がある

場合IC用いた。

北海道(1 972)によれば、波がある場合、肉綬より水眼鏡使用が 3-4mも透

明度が高く . 波がないときは差はないと述べている。しかし 、今回の霞測では、

波がある場合の肉眼と水眼鏡とによる差は 1. 5m以内に留り 、後者の使用が高い

監を示した。波浪がゐる場合では、観測鉛(今回はゴムボート使用)の動鑓の有

無の差が大きか った。

今回の摩周湖の透明度の観測結果は表 -51C示した。

ζ れまでの透明度の状況 本湖における透明度は 19 1 7年(大正6年)から観

測されているが 、その変遷状況は表 -6と表ー 711:示し 、それらの観測地点は図

-61C示した。

乙れらの結果から 、本湖の透明度は 1952年(昭和 27年)から低下し 、1971年

(昭和46年)まで 27-30m 11:留っていた。

しかし、1972年(距嗣 47年) 6月11:は始めて 30mを越え ‘同年 11月ICは32-33.5 

mが現測され、今回の 10月では 34.1 -34.8 mを記援できた。 乙の値は昭如27年

以来、最大の透明度である。

透明度の高い値を季節的11:見ると 、表ー7て苛すように、J946年(昭和 21年〉

以前での 3回の測定では 、8月下旬の 41. 6'"(1931)と沼田 (1917) 、6月中旬

の40'"(1946)で、春と夏である 。

しかし、紹拘27年以降では 、常1C 30mないし 乙れを越すのは 10月初旬から 11月

にかけての秋葉耳である。 6月から 9月末まで30皿を示すことはまれであるら同一

地点で品 、透明度はら-9.月で 31m以下だが‘10一日月間孟ζれを上回る(19:渇ー 71.1972. 1978)
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蓑 -s 摩同i明の 1978年{昭和 53年)の透明度調査

滞日| 硯僻月日 |PU |n| 古野|示温時日 i即時| 地点位置 E ピ
~点 瞳企 4陸自・c ・C I Ho ・

• VI. 6 13:07問 5 S 12.1 4. J 2-3 

.VI. 7 11:10 鳴 2 s 17.7 4.8 3 27.4 向島吋(SW)206~81伽

. VI. 7 13:30 " 2 5 18.2 4.8 3 28.1 同aがも(SE)113~600m 

.V耳I.18115:001"シ 3 S 21. 9 120.3 3 23.9 

主:;
st.5:1978. X.19 3 1 30.51" 暗吋(HE) 540，2.93畑

st.111978. X.20 3 1 34.1 

2 1 34.6 

st.3 • X.20 3 1 34.8 

st.1 .XI.26 31. 21・・e

!... J畠司f (主軍海守】ロ...~
.. 拐を ~.J亀川主崎町自主点. の 1眼 ~V~ 中血... . イ句替地.......珂・ほ‘町
“・為山苦言 f恥 と 蕗 草山制5高官圃宜主〉による

略カ 0: 0 - 0.2 m/sec.， 1: 0.3・1. 5m/sec.， 3: 
4: 5.5 -7.9 m/s， 5: 8.0・ 10.7mls， 
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奈- 6 摩同j胡におけ 3透明f室の変遷
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摩周湖c歩け 3李嵐・地点別の透明暗E表-7
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「 昭和z1 年以降の観測では観測例が少なく 、断定はできとEいが、透明度は一般に

6月は低いが、 8月は更に低下して最小となり 、9月下旬から高くなり始め 、IO

月から II 月ICかけて最大と伝る傾向があるらしい。

ζ のような傾向は 、 季節とそれ I~付随する向かと関連があるよう K恩われる。
水色 本湖は藍色謝で、フォーレル水色計で必 3ないしJ伝2を示してい

る。乙の値は天候や個人差で若干変わるが、大きな変化はない。

過去の測定では、田中舘 (1917)、高安 ・近藤 (1931) 、長内 ・田中 (1968、

1971 )らが水色 J伍3を報じ、黒萩ら (1954) 、北海道 (1972)はJ1G. "2 を、北川

(1974)はJlG. 2-3をそれぞれ観測し、大正 6年 (19171以来褒在まで‘ほとん

ど変化は認められとEい。

3) 水質

水質調査 I~ あたり、 pH 測定 I~ は DIGI-SENSE DIGITAL pH METER 

( Coleヲarmerinstrument CQ U. S. A)を使用しfこ。溶存重量素( 00)  

はとどラ一法、厳素帥百分率(宅 )は高度補正を行った。浮遊物( S S ) 

時ロ~6 回)を使用し、 ILのろ制要時間m分で行った。蒸発浅溢は検水

IOO..tを用いた。化学的 酸素要求重 ( C 0 0 )は量産性法(硫酸銀 11添加 1

ICより、第 l回および第 3 回調査は24 時間後、第 2回調査は48蒋間後K測定した。

硬度、 Feイオン、SO.イオン、 Fイオ ン信どは三之と主之上を使用した。分析

| 結果は表 -8聞す通りである。

(a) pH値

i 第 I 回調査で、om pH7. 1~7.2 、 50m p H 6・~ -1; .8、第 2回議査では、 om 

pH7.7ー7.8、50m pH6.9、第 3]]調査は、 om pH7.0ーI.3、50m 6.8ー7.4'.I 

どが測定され、殆んど中性であったが 、第 2因調査 ( 8月)の表層 部K上昇iJ ;

みられた。

本朔の pH I~ついては、高安 ・ 近藤 (1931) は 8 月下旬 o m pH7.3ー7.35，

50 m pH6.8 -6・1 黒荻ほか (1954)は 6月上旬および向下旬ICOmpH7.0-

7守 I、50m pH 6.8 -6.9、 長内 ・国中 (1971)はIO月上旬IC0 m pH 7.4、50m
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pH7.2、北海道 (1972)は9月下旬 IL 0 m pH7.4ー7.55、50mpH7.1ー7.3な

どを測定している。従って‘従来からの値と今回の結果からは、特に変化は認

められない。

湾存重量素( D 0 ) 

第 1回調査で、om 10.9・9/l. (91%)ー11. 9可v' l. ( 97% L 5 0 nt 1 0.6可V l.

(86喝)ー11.7喝 /l. (95%)、第 2因調査では、 o m 8.7砂 /l. ( 102%) -8.6 ( 104 

%) ， 50m 10.6弓/l.( 87喝)ー1 1.9-02/l.( 101%L第 3因調査は 、 o nt 1 0.3句/l.

( 102%)ー10.6弓/l.( 1 05% L 5 Ont 11. 9匂/l.( 99%)ー12.1 喝/l.( 102%) などが

測定され、8月および10月は過飽拘を示している。深度 IL よっては 120喝を示

すと ζ ろもあり、深層部まで豊富K 起き存するものと考えられ、冷水位貧栄養銅

の典型を象徴している。

本湖の D 0 IC ついての調査は、高安 ・近藤 (1931) 、北海道 (1972)など

によって行はわれ、今回とほぼ問機 IC 、深層部まで豊富な ζ とが知られている。
， 

化学的酸素要求量( C 0 D ) 

第 l因調査の St.1で、Ont 1.1 2喝/ム 50nt222句/l. 、St.2では om 0.88 

匂/ム 5Ont2.1 4略/ム第 2回議査の St.1で、 o m 0.88句/ム 5O mO.78~l.、

s t. 2では om 0.98句/ム 50m 0.4 9砂 /l. 、第 3因調査のSt.1で、om 1. 84 

喝/l. 、50nt2.14勾/ム St.2では o 1It 1. 84."9/ l. 、5Om 2.25時々などを測定した。

第 2 回調査の値は測定時間が異はるので直倭比鮫する ζ とはできないが、本語

査では、従来IL r"い高い値を示 している。

本朔の CODIL ついては、高安 ・近藤 (1931)8月下旬では、 o nt 0.48 

勾/却"'0，民号佼過マ L仰と〆量産力リ終費量ゆ〉らの換算値) 、北海道 (1972)9月下旬St

1伺当地点で、om 1. 32pp血、 50mO.90ppm、S七 2栂当地点では、 ont 0.39 

pp園、5OntO.4 3ppm、商 11月上旬 St.1伺当地点で、 o m 0.87pp田 ，50mO.65

pp皿、 St.2相当地点、では、 ont 0.93 pp回、50m1. 37pp血などを測定している。

1931年を基準とすれば、 1972年、今回の 1978年と次第に上昇傾向にあ

る乙とがうかがわれる 。しかし 、ζ の傾向をもって、有綴吻の増加を速断する
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乙と I~ は問題があるので 、 更K精密な検討が必要である。

但} 浮遊物( S S )および蒸発残溢 (T-Re)

S Sは 、 第 l回調査のs七 . 1で、ont 0.6弓/L. 、5nt 3.0弓/L. 、10m1. 3匂/l- 、

15m 0.8喝/L. 、20m0.6略/L. 、30m0.2弓/ L. 、50皿1. 3弓メt、S七. 2では、 0-

l日間は未検出、 15m O. 2句/L. 、20m0.2喝/L. 、30m0.6弔/ L. 、50m 0.5句/L. 伝

どと 、著しく低い値を示した。第 2因調査では 、 St.l、S七. 2とb lL 、句/l-

の単位では測定不能なほど僅重であった。 第 3因調査は未測定であるが、本湖の

S Sは僅少である ζ とが認められる。

本繊の S S Iとつい ては、北海道 (1972 ) は 9 月下旬。~ 51; .1相当地点で、

o m 4 PP皿、 5"'4ppm、10'"2 ppm、20'"2 ppm、EOnt8ppm、St・2担当地点

では、 o'" 3 ppm、5m 2 ppm、10m2 ppm、20"11 p 問、 50m 7 pp田、悶 l銅初

旬JQ.> St ・I担当地点、で、0- 1 0 '"までは 1ppm、20m7ppm、50'"1 pp回、St・2Ml

当地点では、0"'3ppm、5m 2 ppm、10m2ppm、20"'I'pp皿、 50'"1 ppm伝どを測

定している。なお、本胡の SSの中には、動短物プランクトン、砂位、植物片、

繊維類、微小生物の績などが含まれる。

蒸発残溢は、第 1回調査のS七 lで、 o m 6 7.5弓/L. 、50 "' ，72.0喝/L. 、St.2

では、 o m 7 6.5句/L. 、50 nt 7 3.0句/ l- 、第 2回調査の St.1で、 Om96匂/ .t..

50ml02弓/L. 、S右. 2では、 Ont78匂/L. 、50m97弓/L. 、第 3回調査のS七. 1 

で、 Om87時句、50nt89弔/L. 、St.2百 0"'75弓/ム 50nt76弓/L. などを

測定 し、2 定点の聞や各国軍IJ で、それぞれ著しい変化は認められない。

本初の蒸発残遣の調査については、高安 ・近藤 (1931)は84.0-9 4.5 PP回、

北海道( 1972)の 9月下旬のSt.1椙当地点の調査で Om82 PP田、50nt80

PP田、St.2相当地点では、 ont 83 PP田、 50nt85P11皿、同 11月上旬の St.1 

相当地点で、 ont 7;; PP回、;; 0 m 751111皿、St.2栂当地点では、 OmJ:! 2pp皿、

5 0'" 8 4 11pmなどを測定して いる。 乙れは今回の調査結渠 と著しい差異はαく、

また 、その量は僅少である。

本湖における蒸発稜溢量I立、垂直的』ζは不規則IL小さ r.! 変化b;認め られるが、

およそ 、80勾/L. を中心花、ほほ 65-100吻/L. の範留にある 。
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(el その他

ctイオンは 、第 l因調査で8. 04 -1 O. 1 2弓/.(. 、第 2回翼査では 9.22ー 10.4 

弓/.(.、第 3回調査は 9.22-1 0.3 7句/.(. r...どと、一般鼠沼の自然溶存の範囲に

あり 、50m までの垂直謁査において色平均 11:.分布している 。

本湖の ctイオン花ついては、高安 ・近藤 (1931)は8月11:. 0 m 8. 9句/.(. 、50

m9.1略/.(. 、100 m 9.3弓/.(. 、211m 9.3喝/.(. 、黒荻ほか( 1955 )は 6月11:. 0 m 

1 4.4 1 弓/.t 、50m 1 3.9略/ム 100m14.74可1/.t 、20 0 m 1 4.7 4句/.t 、北海謹

(1972)は II月の st.1倍当地点で、。皿8. 81 pp回、50m 8. 70 pp回、100m

8.81 PP 回、20 0 m 8.9 1 ppm、5 主 2個当地長では 、 om 8. I 0 PP 回、50m8. 91

pp田、 100 m 8.9 1 PP 盟、 200m8. 9 1 PP 回生どを測定していると ζ ろ か ら 、

従来からの変化は始んど認められない。

2+ 2-
硬度は小さ く、Fe、SO，、 F の各イオンは未検出または疲益事程度である。

ヲロロフィル a 値は著しく小さく 、湖水の葉緑素をもっブランヲトンが少ない

乙とを示している。

アランヲトン

プランヲトンは、採集用ネットで同一深度 50L当りのプランクトノを各 2回

ずつ採集した。ろ過率は考重していfJ. い。検体は 、遠心分離穫で濃縮処理をした。

計教は . 動物プランヲトンおよび盛物プランヲトンの縁蕩 ・藍藻類は全教を数え 、

lU~祭 I主 、 JQ..l lL獲績した検体をよく震請し 、 0.2..t中の個体教 を E重要請別 IL 歎え 、

その 3 図の平均値より50L当りの採集数を算出した。また 、説水 1 "，'当りの個体

教は 、それぞれ50L当りの採集数から補正して求めた。

ω 動物プラノ空トン

第 l因調査の倹出醤主主は 、表 -91L示す通り 8鍾である。優占穫は原生勤勉

の Dinobryonsertulariaで、動物アランヲトノの総数 6.724 r国体の 99.6%

とほぼ全体を占めており 、他IL Cyc lops s t reTIl日仏 80S田ina cregoni、

Asplanchna priodonta、K9ratellacoc hlearis.K. quadrata、

Filinia longiS9ta などが少数みられるだけである。 ζの時期は水温が
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1 -4. 8・Cと著しく低かったので、冷水 ・貧潟水位のDi nobryon

rtulariaが特IC省箔したも ので、夏季の高水温期以外は常K繁殖している

志のと考えられる。

過去の本湖の 6月調査では 、今回より水温が高 く、また 、t*叡方法が異なる

め直接比較する乙とが困難であるが、その優占種は 、黒荻ほか (1955) (表

6. 6・C )は Cyclops strenuusとし、表水温が U'Cと高かった長内 ・図

(I 971 )の調査では Copepodids Naupl i i としている。今回の優占鍾と

違いは、水質変化促伴う交代の変遷とみるより 、宅貴重適還の差ICよる志のと

第 2 図書司査の検出霊数は、表 -IOIC示す通り 11盛 と培加している。優占種は

鎗虫類のPolyar七hravulgarisで、動物プランクトン総数1. 139 I個体の

66.5%を占めている。次いで Bosminacoregoni が 18.1完、Asplanchna

priodo ntaは 9.9 % '...どが続き 、乙れらの特定種をもってその治んどを占め

ている。他!と Cyclops s t renuus、Keratellacochlearis、
， 

Kellicottia longispin~ Lepadella oblonga、Dinobryon sertularia 

Peridinium sp.、Plu皿atellasp. (付着性休芽) 、 P. sP.cキフオナウテ

ス幼生)はどがみられるが 、それぞれ 1-2%と僅少である。

調査時の 8月18日の水温は、 o m 2 0.3 -2 1. 5・0、50m4.5-5.5・0で、表水

温が従来の記諜にはい高水温であったため、特定な適応穫が繁殖しにものと考

えられる。第 1因調査の優占種 Dinobrγon sertular工aの始んどが姿を消し

たのは、ζ の高水温のためと考えられる。

本語高の 8月における従来の優占種?とついては 、高安 ・近議 (1931)(8月 )

がDa ph且ia longispinaを記している。今回の優占臣室である Polyarthra

vulgarisは、北海道 (1972)( 9月)が初めて少数の検出をみた重であり、

本径が 8月調査で増箔した ζ とは注目される 。

第 2回調査で新検出された穫iLは 、 Lepadella oblong~ Pu lmatella 

sp. (休芽および幼生)伝どがある。 Pulma -:;ella sp. は、本来、湖岸水域

体が生息しているので、今回の調査では未確認だが、その可能性が十分

され . 本重量の検出は特定されるものである。
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8月調査から fI:i1> IC出現した Lepade11、P1u皿a七e11aと、6月調査から現

れ 8月調査でやや多く認められる Asp1anchnaは、β 中健水性の湖沼 IC出

する重量である。 ζの ζ とは、湖水の栄養化の先駆的は箔標舎なすか色知れな

、という疑L功iゐって注目される治" Asp lanchnaは、黒荻ほか (1954)、長内 ・回

(1971)および北海道 (1972)でも疫に倹出されている。

第 3 画調査の検出鍾は 、表 -lllC示す通り 111 霊で、第 2 回調査と同僚である

、個体数では増加がみられる。優占種は、 8月調査同僚Po1yarthra

vu 工garisで、出現した動物プランヲトンの総数 3，183 l個体の 30.1てで優占 し、

いで Asp1anchna priodonta が 18.6唱を占め 、続いて Bosmina.

coregoni 14.5喝、pul田&七 e11asp. (幼生) 1 2.3喝、Dinooryon

se rtu1aria 1 1. 4喝、pu1mate11a sp. (休芽) 8.6喝の頓ICあらわれ、各

喜重とも個体教は繕加している。他の重量は 1 %以下で著しく少佳い。

調査時の10月19-a)日の水温は 、 o m 1 1. 9ー12.0・C、5Om5A -5.5'Cで、

表水温は 8月より大部降下していたが、主要な プランヲトンの個体数は逆1ζ上国

加 している。乙れは 8月の高水温の影響が、まだ継続 しているものと考えられ

る。

本織の 10 月における従来の慶占穫は、長内 ・田中 (1971)の10 月、北海道

(1972)の 9月と 11 月ICよれば、それぞれ Ceratiumhirundine11aとされ、

表水温も今回 と大きな差はない。

生物学的にみた水質の状況は、第 2回調査と周縁IC必ずしも清澄なものとは

いえない。 さらに僅少ながら Monosty1aacus ( p 一中古書水性 )、Ar ce11a

vu1garis (α ー中努水性 -p 主主潟水位)の出現や 、今回倹出されはかった

が北海道 (1972)の 11 月調査に出現している Conochi1us sp. (α→字軍事水位)

から 、今後それらの出現の繕援には十分注意を委する。

本調査における動窃プランヲ トンの出現屋数は 、後!I!lI顛 I 、後調類 l 、翁虫

類 8、原生動物 i、苔虫類 1fJ. ど15盛が検出されたが、その個体主主は従来より

も埼加 している方向ICあると いう乙とができる。

動物プラ ンヲトンの過去における出現状況は表ー121C示す遁りである。
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。0) 鑑物プランヲトン

本蹴の値物プランクトンには珪藻、緑藻、藍藻などが生息している。

a) 珪藻

処理方法 St とSt 2 (J) 定点で、6月 ，8月、¥0月の 3園、50m

までの水深矧|でヰァト係集 した各 8試料は、それだれ約30cc であった。 ζ

れを遠心分緩器で極分約 2.000回の速度で15-20分かけた後、細ロ駒込めピ

ペットで、遠心管から上水を殴って捨て、底部の約 10ccを試料として 、倹

鏡 K 供しfこ。

後電車11:当たっては 、試料をよく償伴し、 ピペフトで 0.2cc をとり 、経緯

録入スライドグラス上に、グリセリン一滴をまぜて、プレパラートとした。

頭微鏡観察は 3 回以上行ない、種属の同定と 、喜重属lJ lJ の個(群)体数を数え

fこ。

表示(表一 13、14、15)の個(群)体数は 、3回以上の倹鏡回数で平均して、

50.t 当たりのものを示し、下欄Kは 1m
J当たりの個体数を示した。

種属と個(群)体数 本錫で 6月、8月、10月の 3回の調査で知 られ

た珪藻は 、合計30種属である。乙れらのうち 11:は従来の調査で知られていは

かった 14謹属も含まれる。

今回の議査のうち 、6月は種類、量とも最も多く、 As七erionella

formosa をはじめ 、Ca mpylodiscus und且 latus、Synedra、Fragi-

lariaはど21種が知られた。

8月は盛類 ・量と b最低で 、複類では As七erionella などの Il!重で、 2

極が新らたに加わっているが 、量的には極めて少ない。

¥0月では量的には僅か K回復し 、新ら fこ11:出現した 7匿を加えて自主重属だ

が、全体11:僅量 IL留る。

乙れら還義は 、従来本湖での調査結果{表ー 16)とは、その採集方法、湾

期、水温などが違うため、単純に比較でき伝いが、出現種類や量で異ってい

る。
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6J'j(1)霊童一 表水温 4.1 -4. 8・Cの上旬の珪藻は、 Asterionella.

formosa.が他種 を圧倒 して全珪藻中の 97.2喝を占めて優占種をと正している。

乙の珪藻は表層近くの 0ー 10mIC集中しており 、st.1では深認に向って急減す

るが、 st.2 では漸滅的で、水深40-50mでは再び豊富 ICta る。

乙の他で目立つのはca.田 pylodiscus undula. tusである。乙れは量的ICは

全体の 0.4%と僅かだが、Asterionella.とともに 6月の本湖を特徴づけて

いる。ま fこ、Fra. gila. ria. sp. (全体の 0.2%)、 Synedra.類( S. ca. pi 1;a. 

一七 a、s.ulna. 、s.spp)(隠 0.27%).Cymbella.(同 O.1 % )伝ど 6僅かだが、

全体K平均して認められ、読しでは. 2 IC多い(表一 13)。

乙のほかではiYT3 1osira. i 1;a. lica (，叡在している。

Asterionella. formosa は星裂の母体で、細胞は 6ー 10本だが、 7-8 

本型が最も多い。本喜重は高安 ・近藤 ( 193けによって始めて倹出され、A.

gracillima とされて報告されたが、黒萩ら (1954)K よって A. formosa 

と訂正されたものである。

Asterionella formosa は、水温 4-6・0が稽鐘の適混とされ(小久保

清治 1955).治績力が強〈 、生産的に重要fa (，のである。しかし . 乙れが圧倒

的優占種として大量K 認められたのは 、栄養獲頚より 6準貴重適温の 4 - 6 ・0 の

水温1(由来したとみた方がよい。

ca.田 pylodiscusundula. tusはζ れまで本湖で全〈知られてい佳かったも

ので、やや大型の特徴ゐる設ないし護状型の差藻である。 6月では上述の

As te rionella 1(次いでおり 、また 6月にのみ出現している 。しかし 、その

量は Asterionel工a の l 喝未満と少佐い。その分布は .-¥ste rione llaと同

様で、10m以浅1(やや多〈 、St.2 では40-50 mで色目立っている。

過去の 6月の珪藻調査は 、下旬1(黒荻ら (1954)と長内 ・田中 (1971)1(よ

って行伝われている(表 16 )。 ζ れらは深さ 200mと 100mから、それぞれ

表層までの全層水の珪藻を採集したもので、その表水温は 6.6・CとII・0で、今

回より時期は運〈、水混志高い。

ζれらのうち 、黒毛主らは今回と似たような AS1; erionella. fonnosa.を擾占

慢とする 12重量を検出しており 、量的』ζ 志今回と似ている。
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また 、長内 ・回中は水温が11・0と高かったため、全体として僅量 (RRR)で、

優占種はな式 、Asterionella formosaを含f.f 5震に留っている (表 ー16)。

8月の珪藻 8月中旬の謁査結果は、異常な高水温(表水温 20.3-

2 1. 5 .C )で 、種類は半減し 、個(起草)体数は極端 11:媛少し 、その重は 6月0: 、

1. 8 % 1L留り 、 特ILSt.2 での減少が著しい。 S七. 1 では Melosirai ta 1 ica 

(全 珪漢の 35.1 %)と破片状の As七erionella formosa(同 34.9需)が自につ

〈程度であるが、深部でやや多い(表 -14 )。

Fragilaria cons七ruens var‘と Cy百bellatumida は6月ILはなく 、

また従来品知られていなかった新しい種属で、まれに翠められる。

st.2では僅鰭に少ないが、 Asterionella がほんの僅か検出されるに過

ぎはい。

8月11:おける過去の調査は 、下旬に高安 ・近接 ( 1931 ) 11:よって 2種、 As-

terionella sp. とAm phorasp.が認めている。しかし 、畑 phoraは今回

の 3回の調査では全く検出されなかった。

10月の珪藻 10月中旬の調査では、 8月より種類、個体数とも 2倍ほど

増しているが、個体数では 6月IL比べるとその 4.1唱に過ぎとEい。

種類は 19種で‘ ζ のうちにはまれだが、乙れまで本湖民知られていなかった

種属が新しく出現している。とくに属名で志報告されなかったものはGo mpho

-ne皿a とDiplo且eisである。

全体としてMelosira italicaが全珪藻中の 81. 0需を占め 、震占極的で

あるが、その分布にはf.fらがある。各水深 11:共通して 1-3個体の認められる

のは Synedracapi七ata(全珪藻の1. 9")、 S.SPP. (同 2% ) 、Cy百 -

bella tu.m ida (同1. 3 % ) 、 Rh opalodiagibba (同 1. 8%)t，I どであ

る。Rh opalodiagi bbaは 6月iζ僅かに認められたが、従来知られていとEか

った種属の Iつである(表ー 15 )。

ζ れまで 10月に本繊の珪藻を調査したのは 、iO月上旬の長内 ・田中(1 971)

があり 、その前後では 9月下旬と 11月初旬K北海道 (1972)がそれぞれ譲査し

ている。

長内 ・田中は水深 100mから表層までの引上げた試料で調べ、その結果は前
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述の 6月278のそれと同穫で . 5種で僅量であ った(表ー 16) 0 

北海道の調査は、水深 100mと 150mから表層までの全層 を、 網目の異なる

ネット 2つでそれぞれ引上げた試料を対象にしている。後出した種数は 9月下

旬は 5 題、11 月は 6種だが、僧体数は 9 月下旬が多い(表ー 16)。

9月では、表水面が 13.5ー 14.1・Cて今旬の10月の2'0より高〈 、その珪藻は

Fragilaria sp . 、 Syr回目 sp . 、 Asteri恒Ie lla sp、 Me losj四 sp持やま込~ Ll 月では表

水温る 10'0近 くと下っているが、珪藻は少佐 < r.J. り、"¥.のうちで志 Fragila

r 1 a Sp.がやや多いほか、他は僅量でめる(表ー 16)。

10月の今回の調査と上述の 3調査とは、種類では大局的ICは類似している。

しかし、個体数 ICついては、祭取方法が実っているため比按できはい。

b) 緑藻 ・藍藻類

本語聞における緑藻類および藍藻類の種数は著しく少なし 個体数る霊藻類の l

種を除いた外は僅少である。

第 l因調査で出現した鍾数は、表 -91C示す通り緑藻言語 2種、藍毒事類4撞で

ある。優占種は、重E藻類の AphanocapsaSp.で、緑藻 ・藍藻類の出現総数

4.220個体の 98. 9喝とその殆んどを占めており 、他の種は各種とるに 0・5%以

下と著しく少とEくはっている。 AphanocapsaはFー中実水位以下の水質K繁

植する種であり 、ζの点では本初が栄養母富加の傾向にある乙とがうかがわれる。

従来未検出であって今回新しく検出された種は、AphanocapsaSpと

Hapalosiphon hibernicusである。

第 2国語査で出現した醤数は 、表ーIOIC示す通り緑藻類 2種、藍義類 2醤で

ゐる o If占種は第 I 因調査と同僚 Aphanocapsa Sp.で、出現総数 1・432個体

の 99・2 %と殆んどを占めており 、他の種は O.5 %以下の橋程度 lζ伝っている。

新しく倹出された種は Zygnemasp.で、si かICみられる。

第 3 因調査で出現した鍾は 、表ー 11 1C示す通りで 、緑藻類 3 種、藍藻類 2 鍾

である。優占盛は、第 l困および第 2因調査と同緩ICAphanocapsa sp.で、

出現縫数 1，292個体の 94.3% と大部分を占めており 、An abaenasp. t， 4. 2 

%と噌加がみられる。他の重量は僅少でゐる。新しく倹出された撞は 、 Bulbocー
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haete sp. である 。

春、夏、秋季の 3 固にわたる本調査で検出された穫は 、緑藻類 4 種、J.'i藻類

4種と貧相であり、自E占種は各固とも Aphanocapsasp.でその殆んどを占め

ている。

緑藻類 ・藍藻類の過去における出現状況は表 -121(示す通りである 。

5) 花粉 ・砂位類

今回の調査では、従来本湖が実施した乙とがなかった、湖水中の花粉、鉱物な

どの砂鐙類、随物破片などについて 、顕微鏡下で調べた。 その試料はプラン ヲト

ンネットで、毎回、各水深別に採取した志ので、砂粧頚は偏光顕微鏡を使用した。

乙の結果は表示(表ー II 、18)のようである。

花粉 花紛は Abies(トドマツ)が特 IC多 く、次いで Picea(エゾマツ)が

多〈 、他の 7橿はまれで 、同定できないもの色みられる(表 一18)。 ιれら花紛

の大きさは、Ab ies と Piceaが特IC大きく 、 100-150μ(0.1 -0.1 5回)大で、

他は羽 μ ( 0.0 3聞)内外がほとんどで 、針葉樹花紛の占める割合が大きい。

各回の出現率をみると 、6月の第 l回目。ζ集中して認められ、8月とiO月には

ほとんど消えている。

6月では Abies、Piceaの開花期直後であったため特に多い。また乙れら花紛

の出現状況は、湖の周辺の憧生を反映している。春期、本綴の湖岸に賞色の粉状

物M~苦状花見られるのは 、 黄色の Abies と Picea の花粉である 。

両花粉のうち Abies の割合が高いが、両花紛の出現状況は、 st.1では表題

から 10m IC集中しており 、以深では漸戒している。 S七.2では表層1(袴1(多いほ

か、50m でも多く認められるが、全層 ICわたってやや多く検出されている。

他の広葉樹樹花紛やカラマツ花粉は極めて少はい。

8月、10月では、 8月1(まれに認められたが、両月 とも姿を消 したといってよ

L 、。

砂f立類 砂位類として倹出したものは . 直径五0μ(0.05")以上の鉱鈎

賞(石英 、角セン石、Z華石)と岩石片 、それ1( 10μ( 0.0 1田)以上の火山ガラ

スであり 、その結果は表ー171(示した。
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ζ 0) 3回Kわたる調査によれば、鉱物、岩片信どは僅かで、火山ガラスがやや

目立った。しかし、 3回を通じ、優類、量とも 、その差はほとんどない。

鉱吻類と岩石片はほとんどが亜角一角状を呈し、風化志比較的進んでいはい。

乙れらの由来援は火山岩であり 、崩のまわりには露出している。

火山ガラスは 、火山灰、軽石、溶結凝灰岩などの火山砕肩吻から由来し、鋭い

角片状を呈し 、風化はみられない。

火山ガラスを含めた砂位類は 、予想より少量であり 、またその大きさも小さい。

最大でも 500μ(0.5回〕で 、200μ(O. 2回)以上は数えるほどしかなく 、そ

の大部分は 100μ以下である。乙の大きさは風で容易に飛ばされて、獄中 IC入る

ζ と令示している。

乙れら量や大きさは水質にも示され、大きさでは ssが極めてfll 量で、蒸発残

~で s 小量 IC留り 、 各国の差はほとんどない。

ιのような砂位や火山ガラスは 、本湖のまわりの各所IC露出する火山岩や火山

崎屑物が微細化して 、風とか降雨水で運ばれたものとみられる。

値物破片 値物プランヲト ン、花粉はどのほかの値物性の懸濁鈎K は値物

破片がある(表ー 1I )。

値物破片は 10μ(0.0 1闘)以上のものについて 、顕微鏡下で翁べたが、その

形は不定形でゐり、その原信物はわからr，I. い。

その数は 6 月から 8 月、10月へとやや噌加の傾向がみられる。水深jjl Jでは 6 月

は表層と 5Q mIC多〈、 8月比は不連続K種々の水深で多く、持定できない。 10月

では白 -3) mが特IC多いが、全体に増している。

6) 魚類

本湖は元来魚類の生息は絶無であったが、 1926年から 1928年までの 3年間

で 3回にわたり 、ニフマス合計 36.521尾が中棒寺湖から移値放流されている

(高安 ・涯藤、 1934)。また、 1929年にアメリカからスチー ルヘッド・トラウ

トが修入された。 ιのほか、乙れらの餌斜としてスヨエピが入れられ、ウチダザ

リガニも放養されて 、現在も生育している。

ニフマスとスチールヘ ッドは、極めて近縁の重量で、本湖においてよ く繁殖して
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特4ζ ニヲマスは滋内で人工採卵が行われており、最近まで続けられてきた。

ニ クマスの産卵期は 5月中旬から 7月初旬まで継続する。

長内 ・田中 (1971) は、湖の生産が移績種、特 ICjj 自の優占盛であるニクマスの

生産 1<:: 如何なる形で反映しているかを調べる過程で、移角直重量の食佳から 、繊の生

産物として発生する多量の動吻プランクトンは全く利用されていない乙とを知っ

た。 ζの未利用の勤鈎プランクトンを魚類生産に結びつけるためには 、魚類の食

性からヒメマスの生産 IC 利用するのが康志適当である 、 との結論から 、 1968 年

7 月にヒメマス縫魚 4 1. 000 尾が放流され、 2 年後の 1970 年にはその生育が確

認されている。

以後、 1970 年から 1974 年まで、毎年約五0，000 尾の稚魚が放流された。

197 1 年からは放流魚からの祭卵も行なわれて再生産が確認されたが、その後、

その成果が芳し くなく 、 1976 年か ら採卵は中止されたまま現在に至っている。
戸-----ーーーー、-一、-〆ー、~、~戸、}戸、------

ヒメマスの主2耳科はプランヲ トンが圧倒的IC 多い ζ とは明らかでゐるが、本胡

1<:: 生息するニヲマス 、ステールヘッド ・トラウトの食性は、箆護昆虫を主体 1<:: 、

ザリカ'ニ類も少量食するといわれている。 ζ のように本朔では食性の相違から 、

ヒメマス . ニヲマス 、スチールヘッド ・トラウトなどが共援できる患のと考えら

tl.る。

北川 (1975) は 197 .j年 8 月の調査で透明度 24. 6 111と、患近では震低の値を

観測し 、本謝の透明度低下の一因として、魚類の移元直‘放流とその繁殖iζ と色な

う有11鈎のb菌加をあげている。しかし、乙れが透明度低下にどのように関与して

いるかは不明であると述べている。

北海道( 1972) によれば、移貴重1<:: 成功したニクマスの採卵が 1935 年以前から

行なわれ、そのIHs Itからみて、抱当多 くの ニクマスが生息していたものと思わ

れるが、 1946 年 1<:: 透明度40 皿が観測されている。 ζ の点から考えると 、本湖 IC

魚類が生息している乙とを志って、直後に透明度低下の委図とする ιとは考えら

れとよい。
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1 調査結果の考察

水 温 6 月 6 - 7 白の水温の垂直状怒は、春季循環期 IC 当っており 、 。

m4.) -4.8" C、20"'4. 0-4.1" C、50"'3.9" Cであり、上下届 ともはほ閉じ水温で、 水温ILよる成層

をつくらず 、 水温躍層は認められない。黒萩ほか (I!'S~) の 6 月 4 日の調査で色 、

o m 4.65・C、20皿 4.25.C、50m 4. 1 7 .Cと. 今日と差異はなく 、ζ の時期は従

来から循環期 IC あった乙とが示されている。

8月18日の水温は 、 o m 2 O. 3 -2 1. 5・C、 20m 1 2. 4 -1 4. 1 .C、50m 4.5-

5. 5・0で、水温の正子I1成層が形成されて夏季停滞期となっており 、水温語層は 10ー

30"' Iζ 位置している。

8月18日は、従来の記援にとEい高水温である 21. 5・0 を観測し、動物プランヲト

:"-IC 異状位発生が認められた。

!o月 19-20日の水温は 、0"'1 1. 9ー 12.0.C、20m11. 5-11. 8・0、30-

40 l7tでは i.5-6.6.C と降下して正列成層は小さくなり ‘水温躍層(， 25-50

mへと下降し、秋季循環期比向う傾向が認められた。

水温と透明度との関連 両者の関連では、透明度は 8月では水温濯逼の下限

IC位置し 、11月はその上般に、9-10月はその中間の水温還層の中 IC位置している

乙とが認められる。

一般に、富栄養暗躍における透明度は 、水温趨層の1/ 2の位置にあるといわれてい

る。しかし、冷水性貧栄養蹴である本湖の透明度は、今回ゃ過去の霞測から 、水温

趨層の形成時期K は、その上下限内 K 位置している。

水 色 水色の観測結果は、6月6ー7日の S七. 1でフォ ー レルぬ 2-3、

5t・2ではt-h 3、日 月 18日は 5t・1-2ともにぬ 3、 1 0月 19 - 2 0日は 5t・

I -2とも ICt-h 2であ った。

ζ れまでの本湖の測定では 、回中館 (191n 、高安 ・近藤 (1931) 、長内 ・田中

(1958)伝どは必 3、黒荻ほか( 19弓4)北海道 (197'2)とよどは必 2を忍&1 1している 。

水色は 、浮遊窃、溶解性物質信どの量によって大き伝影響をうけるが‘ 1911年

以来現在まで特に変化は認められない。
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透明度
透明度の観察結果は、 6月 6-7 8は St.1で 25.7m、St.1 

では 27.4皿、St .3は 28.1mであったが、8月18日では峰下し、 St.1で 23.9m 

S七.2では 24.7m、s七.3は 24・0 であった。 ζ れが10月20日Kは一転 してSt.1 

で 34.1m、St.2は 34.6mと上昇し、 St.3 では本謁査巌大値である 3~.8 mを

o /JI Jした。

従来の透明度は、 191 7年 8月にお皿、 193 1 年 8 月 iζ は ~ 1. 6 m • と世界農大値

を記援し、 1946年 6月比は40mを観測している。しかし . 1952年 7月O) 29mか

ら低下が目立ち 、 1953年 6月と 1954年 6月の 27-29m、 1968年6月と 197 1 

年 10月の 29づ Omを経て 1972年 9月の 30.1mまで、ほとんど3J mを越える ζ と

がなかったが、同年11月には 32-33.5 mと30mをオーバー している。その後 1974

年 8月K 24・6m の観樹色あったが、今回の調査では 1952年以来の辰高値を記録

した。

ζ れらの経過から 、 直ち K畏近の透明度が上昇したとは断定できはいが 、 3J m~

いしそれ以上の透明度が、ほとんど 10月と 11 月の秋季であった点は注目される。 ζ

の乙とは季節11:付随する何かの要素/); 、透明度K直接 ・間接 11:影響するらしいが 、

ζ れら 11:ついては、今後の謁査、倹討に待たさ fるを得r...い。

水 賀 綴水の水質11:ついては 、 pH値はほぼ中性で、従来から特K変一it 1主主主〈 、ほとんど成層をつくらとEい。 DO は深部まで豊富 11:溶存し ‘8 月から 10

月K は過重量布を呈している。 C 0 D は、 193 1 年以来の測定笹と比較すると上昇

的傾向 Iζ ゐる。 C O D は有援物との関連で重要伝意味をもつので、更に吟味する

必要がある。

5Sの垂直分布は 0.2-3. 0匂/L . または未倹出の持羽るゐり 、極めて僅かでゐ

る。 1972年の数値K 比べると 、より小さくなっているが、ζ れは謁査草寺の環境条

件などの差異によるものと考えられる。

蒸発モ差益は 、垂直的11:はおよそ&l匂 /L を中心Kほぼ 65ー100弓/L の範留で変化

しており 、その量は毎めて少佐いという乙とができる 。

汚染の指療となる CLイオノは少と， < 、北海道 (19i2)1乙よれば大場菌 6ないと

ζ ろから、人為的汚染は全 〈考えられαぃ。

5Sおよび蒸発残溢量の増減は、透明度変化の重要〈主要素となる志のでゐるが、
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今回の調査では両者の関連について 、明らかにするととはできなかった。今後更に

精密位認査を要する。

動吻プランクトン 動物プランヲトンは健闘類 1、技角類 1、鎗虫類8、原

生動物 4、苔虫類 Iの15種が検出されている。

6月調査の出現盛は 8穫で、原生動吻の E且nobryonse rtulariaが出現総数の

99.6 % と 、そのほとんどを占めて優占レ 、他の撞は極少であった。乙れは低水温

の影響と考えられる。

8 月調査の出現種は 11 種で、αー中宵水性から貧笥水性までに少数出現する翁虫

類の Polyarthravulgaris が全体の 66.5 ~で優占している。また Asplan

ch且a.. Lepadella.. PU lmatella はどの F一中潟水位の種類志少数出現し 、注目

される。 ζれは従来IC. t.rい高水温の影響による志のと考えられるが 、湖水の栄養化

の疑いも残される。

!o月調査の出現は 11 重量で、優占種は 8 月問機 Polyar七hravulgarisで全体の

3 0.1 %を占め 、他の橿も個体数が増加している。乙れは 8 月の高水温の影響がま

だ継続しているためと考えられる。また僅少はがら Monostylaacus (p一中健

水性) . Arcella vulgaris (α ー中潟水一-p一強穏水性〕などが出現し、湖

水の栄養化の疑念を抱かせる。

本調査結果と従来の報告とを比較してみると 、水温差や採集方法の遣いはどがあ

り単純IC.比べられ佳いが、動物プランクトンの消長は季節的に変化するだけでなく、

経年的信消長も顕著であり、また ‘個体数や種数で志やや増加の傾向があるように

みられる。

動物アランヲトンのうち 、注意をひくのは Asplanchnapriodonta、Lepade-

lla oblonga.. Monos七ylaacus、Polyarthravulgaris、Arcellavulga-

r1sなどの出現である。乙れらは一時的または季節的な出現であって志 、本湖の湖

水が栄養化過程の進行にあるという緩いを泡かせる。

しかし、乙れらが特K出現する 8月と 10月は他盛色著増しており、乙れらが水温

上昇の影響か、湖水の栄養塩類の僧加によるものか不明である。志し栄養塩類K よ

るものであれば、水質にその徴候と変化がある筈であるが、本調査では現われてい

ない。低水温時の 6月では冷水型貧潟水位の Dinobryonsertulariaが優占して
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いる点から 、上述の種は 、{r しろ増殖適温の下で出現し 、あるいは海大繁箔したる

のとみとZし得る。

動物プランヲトンと透明度との関速については、55量tJ; 僅少でゐった乙とと組ま

まって 、僧体数の消長や上述の特殊種の出現状況との関係は見出されていとまい。

値物プランヲトン 鐘吻プランヲトノは緑藻類 4 種、藍藻類 4 種、珪譲類

30種の合計38橿が後出されている。

録音書類は各回の謁査で種数、量とも稀程度』ζ僅少であった。藍毒事主要は Aphano-

capsa sp が各国と色緑藻 ・藍藻類の出現総数の 94-99喝を占め優占している

ほかは 、他の径は著しく少な L、。

珪藻類は、 6 月の出現種は21 i重である。

優占種は Asterionellaformosa で、珪藻類の出現総致の 97.7%と 、そのほ

とんどを占め 、次いでCam pylodiscusundulatasが 0.4%と少数出 し、他の種

は更に僅少でゐる。

8月の出足は 11種と 6月K比べると減っており、その量色著しく減少している。

その中でMelosiraitalicaや Asterionellafor司 osaが多いとはいえ、自E

占種といえる程でなく僅少である。

iO月の出現穫は 19種である。 Me工osiraitalicaが痩占種的で、8月IC比較す

ると種数は泡加しているが、各盛ともその量は著しく少ない。

Asterionella formosaは、春季の冷水性貧栄養錫K多く出現する種であり、

本織では黒毛主ほか (1954)の 6月ICjj直物プランタトンの優占種として倹出しており 、

上述の条件での出現を裏づけている o しかし、水温の上昇ととも IC減少し、夏季以

降では著しく少〈伝っている。 ζ の ζ とI立、高安 ・近藤 (t93t)の 8月、長内 ・田

中C! 97t)の 10月、北海迫( t972)の 9月およびU月などの調査に顕著である。

Aphanocapsa s p とAsterionel工a formosaは、6月の値物プランヲト ン

の優占径として多数出現しており 、6月の透明度IC影響を及ぼしていると考えられ

るが、他方. 8、iO月の著援との関連で、直接結びついて いるとは翫じ難い。更に、

ζ れに動物プランヲトンを含めて、透明度への影響や関連をみても 、現段階では両

者の栂関は解明する ζ とはできなかった。

本調査では、倹出された動物および値鈎プラ ンヲ トンは53鍾で、種数は場加して
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いるがその量は寂して少ない。また、 β一中脅水位ないし αー潟水 -ft 一強努水性

の動物プランヲトンも若干出現していたが、大局的 11:は本湖は冷水位貧栄養湖の縁

組を呈している。

花紛 ・砂位類 乙れらについてはその量が少ないので、透明度変化K 及ぼす

影響は著しく小さく 、事実、両者の聞に関連はみられない。

浮遊物と透明度との関係 透明度は 10月が慶大で8月は景小であった。

水質調査の結果では、ss量は著しく少なく 、僅少か未検出または測定不能など

で透明度との関連はみられとよかった。また 、蒸発残溢量も季節的差異が少なく 、8

月の透明度が優小であった ζ との原因を見出し得なかった。

そ乙で、間態的主主方法として、プランクトンの定量採集で採取された動指直吻プラ

ンヲトン、花紛、値鈎片( 10μ以上)、砂鎧類( 10 -50μ以上)の d 当りの数から

透明度との関連の有無を調べてみた。動物プランヲトンは 、 1 僧体当りの大きさが

500ー1，000μ と他のものに比べて著しく大型のものが多いが一応そのまま数えた。

その結果、深度によっても異なるが 、前述プランヲトンその他の合計数は、 1 m' 

当りおよそ 6 月 5，000-14 9，000個 、 8 月 2，400ー11. 000個、10月 6，900-21，000 

個で、6 月が最も多く 、次いで 10月、8 月の顧となって、透明度の最も小さかった

8月が浮遊物数が一番少ないという矛盾した結果となり 、また、8月出現の大型動

物プランヲトンの大きさを考慮しでも 、透明度の費量る大きかった 10月の方が 8月よ

りも多い乙となどから 、透明度との関連は見出し得なかった。

しかし 、蒸発残益量が各時期ともほとんど変らない状態であったと ζ ろから、 8

月は溶解性物質量が多い乙とになるので、 ζ の溶解性物質を構成する賓の差11:よる

影響の大きい乙と島考えられる。現状では溶解性物質の定量化は著しく困難である

と考えられる。

乙のζ とは 、北海道( 1972)の蒸発残獲量およびss量の差伝どからも考えられ

る乙とである。

従って、本朔の透明度が水温躍題中広見出されると乙ろから 、今後、水温箪層か

ら上層のss量と蒸発穫量霊童および持軍解物賓の質構成G どの工夫された構査が必要

である。
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透明度低下の要因
本語自において震も問題にされている透明度の低下の有

無と その変化要因については、本調査の水質やプランヲトンなどの浮遊物量で解明

する ζ とはできなかった。

透明度低下の原因と される志のには、水中懸濁吻、湖水の栄養化、汚染、大小の

生物、浮遊物、土砂の混入(霞光開発 、火山爆発、地震、溺凄など ICよる ) r...どが

あげられる。

f... ぉ、懸膚物ICついては、吉村 (1937) ICよれば、水中里霊濁鈎(セストン) (粘.

土 ・土砂+プランタトン類〉と透明度とは 、大体双曲線的な関係にあるといわれる 。

その関係を重量濁物の量でみると 、透明度 1mで 2・3・9/ム同じく 18 mでは 0・4弓/1-

で、 2弓/1- 足らずの微妙な差で 17 mという大き伝達い生じている。

ζの ζ とに従うはらば、本拐のような透明度の大きな湖水では 、小量の懸濁鈎力

変化で 6 大きく~響する ζ と IC 'd:る。

しかし 、ζ れらの懸濁物の僅少な差異を、顕微鏡下や 55
蒸発残溢畳必どか

ら准測する ζ とは 、現状では不可能である。

湖水の栄養化と人工汚染については 、水質の函ではその領候はとZい。しかし 、既

K水野Cl 960)が指錨したよう比、翁虫類など笥水性の数屋の動窃プランウトンの

出現は 、栄養化の漸進の疑念を飽かせ、今後の継続調査 ・検討が必要でゐろう。ま

た、大部分の動値鈎プランヲトンの種類と健体数が、やや増加傾向を示しているが、

ζ れをるって直ちIC栄養化とは新じ重量い。

プランヲトン類や浮遊物f... どについては、援に詳述したので省稽する。

魚類K ついては、本湖ICはニフマ t メ
ヒメマス、スチールヘッド ・トラウト伝ど

が移時重放流書札、共犯生育しているが、ニフマスが多量 1<': 生育した後でも、 40mの

透明賓が観測主れており 、乙れが直接IC透明度を低下させる原因とはいい量産い。

土砂のa 入については、今回はじめて調査したため比按はでき信いが、極めて小

量K留まり 、透明度の低下の原因とはいえとEい。土砂混入では 、湖岸の凄からの溺

落土の混入が康色懸念されるが 、 崖地では砂擦~や岩主主が湖岸壱埋め直接の混入は
ほとんどない。 ζれを裏付けているのは、湖岸近くで色透明度iJ; 高い ζ とである。

Cl 9 7 2年 9月の5t.mの 27皿、s七.j)( (})29m， 19i8年 9月(J) 5t. 4 (}) 29 m、

10月の 5t.5 (}) 3 O. 1 m位ど)。
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透明度について 本湖の透明度は、 1952年以来30mを下回っ ていたが、

1968年 6月1(30mを測定して僅かに上昇傾向がみられ、 1971年 10月は30m、

1972年Il月 I(は 33.5mを観測している。今回の 1978年10月の St.3 では 、乙れ

を更に上回る 34.8m を記蕗 し、他の定点でも 34_1mと34_6mを頭演lしたが、乙

れは 1946年以来最大で、しかも田中館 (1917)の33mを 2m近く越している乙と

は注目される。

乙のよう I( 透明度からみる本崩の水震は、 1917年から現在までほとんど変化が

ないといえよう。しかし 、 191 7年と同じ時期の B月では 、今回は 23.9-24.7m 

とζれまでに位い最低簡を示しており 、透明度が季節的K 変化する ζ とは確かであ

り、季節の 10-11月が最大値を示す ζ とも確かなようである。

以上の乙とをまとめて 、ζ れを長期的観点からいうならば、摩局湖はその水質や

浮遊物量などの透明度 I( 関与する要素は 、従来と著しく変化しているとは考えられ

ない。

従って 、浮産物、溶解佐物質の乏しい本胡における透明度変化の要因としては、

それらの微妙位増減が季節的K 付随する各種の条件や要素が、垂直的i(微妙な多重

成層構造を形成する ζ とにあると考えられ、今後、乙の函の総合的 、継続的な精査

が期待される。
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